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ドロップ・サイト・デイリー、７月８日：トランプ氏、イラン核合意は「終わった」と発
言；米国、ホルムズ海峡をめぐりイランを非難；スーダンでドローン攻撃により 15 人が
死亡 

脇浜義明訳 ＊脚注は訳注 

 

イランと停戦  

 ＊トランプ、覚書（MOU）を「無効」と発言、イランへの攻撃再開警告：トランプ大統領は８日、トルコのアンカラで

記者団に対し、米・イランの攻撃の応酬（下記参照）を受け、両国間の覚書は「終わった」と思うと述べ、イランとの「デ

ィール」は「時間の無駄」だと付言した。トランプは８日夜もイランへの攻撃を継続し、米国は「今夜、彼らを痛い目に合

わせる」と警告した。  

・この発表に先立つ発言の中で、トランプは、米国が「昨夜、イランに非常に激しい攻撃をした」と述べ、イラン人

を「邪悪な人々」と呼び、一連の攻撃はイランの「非核化」に向けた米国のキャンペーンの一環であると主張した

が、イランは核兵器を所有していない。  

・トランプはまた、対イラン戦争でNATO の支援が不十分であることに不満を表わした。「テロ支援する国家の筆

頭であるイランを対処している我々を支援しなかった」ので、ＮＡＴＯに「満足していない」と述べた。 

 ＊ホルムズ海峡でのタンカー攻撃：英国海事貿易業務（UKMTO)によると、７月７日、ホルムズ海峡航行中の２隻のタ

ンカーがそれぞれ攻撃された。   

・最初の攻撃では、１タンカーが正体不明の飛翔体に被弾した。同船は構造的な損傷を負ったようだが、死傷者や環

境への影響は報告されていない。  

・協定世界時1午後１時５分、UKMTO は２件目の攻撃の報告を受けた。やはり正体不明の航空機による攻撃であっ

た。このタンカーは軽微な構造上の損傷があっただけで、死傷者や汚染もなく、そのまま寄港地へ航行を続けた。 

・この２件の攻撃はオマーン沖の同じ海域で発生した。前日の６日にも、カタールの LNG 運搬船が同じような攻撃

を受けていた。   

・イラン軍はこれらの攻撃で実行声明を出していないが、イランは、MOU に基づき海峡は自国が管理しており、船

舶はイランが管理する北側の航路を通過しなければならず、そのルートを回避したり、探知を逃れようとする行為は

協定違反になると主張している。カタールとサウジアラビアは７日、それぞれ声明を発表し、自国船舶が攻撃された

ことを非難し、一連の攻撃の責任はイランにあると指摘した。 

 ＊米国のイラン攻撃：上述の船舶攻撃は停戦合意違反であるとして、米軍がイランへの攻撃を再開したと、米中央軍

（CENTCOM)が発表した。  

・イランの国営系メディア「メヘル通信」によると、夜間、イランの沿岸都市シリクやケシュム、ハルク島、ホルム

ズ海峡沿いの各地でたくさんの爆発の報告があった。バンダル・アッバスも攻撃されたという報告がある。   

・その後、CENTCOM は、「防空システム、指揮統制ネットワーク、沿岸レーダー施設など」８０箇所以上を標的

として攻撃、イラン海軍の小型ボート６０隻以上を無力化したと推定できると発表した。   

・しかし、イラン・メディアは、攻撃の多くが民間地域を直撃したと伝えている。シリクの商業桟橋付近への攻撃で

は、飛散した破片で民間人が負傷したと報告されている。その他、漁港の桟橋や通信塔などが攻撃されたと報じられ

ている。  

・米当局者はCNN に対し、今回の攻撃は「均衡の取れた対応ではなく、懲罰的なもの」と説明した。 

 ＊イラン、「壊滅的報復」を誓い、クウエートとバーレーンの米軍基地を攻撃：イラン外務省は、米国による「イスラマ

バード覚書」への度重なる違反（とりわけ、イスラエルのレバノン攻撃継続を容認する第１条項違反）を指摘し、そのうえ

今回の攻撃への報復として、国益と国家の安全を守るために、「必要と判断されるあらゆる措置をする」と発表し。   

 

1 世界の時計の基準となる標準時。高度な原子時計をベースにしつつ、天文学的な地球の自転（世界時）とのズレを調整して算出される。 
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・イランのハータム・アル・アンビア中央司令部も米国の攻撃を「明白な侵略行為」と非難した。中央司令部は、故

最高指導者アリ・ハメネイ師の葬儀の最中に行われたことを指摘し、イラン軍として「壊滅的報復」を行うと宣言し

た。  

・クウエートとバーレーンで空襲警報が鳴り響き、両国の当局は、防空システムがイランのミサイルやドローンを迎

撃・破壊していると声明を発した。イラン革命防衛隊（IRGC)は、ペルシャ湾内の軍事施設８５箇所を攻撃したと発

表した。バーレーンのサルマン港の米軍第５艦隊司令部やシェイク・イーサ空軍基地、クウエートのアリ・アッサレ

ム基地などである。 

 ＊米国のイラン産石油禁輸制裁の再開：米国は、７日早朝のホルムズ海峡で船舶攻撃を受けて、覚書で解除していたイラ

ン産石油に対する制裁を再発動すると、財務省が発表した。制裁は７月１７日に発効する。  

・この発表によって原油価格が５％以上跳ね上がった。 

 ＊故アリ・ハメネイ師の葬列はイラクに入った：故ハメネイ師の遺体がイラクのナジャフに到着した。同地では、シー

ア派は言うまでもなく、スンニ派、クルド人、キリスト教徒、その他政治的・宗教的指導者らが、国家として最高の儀礼で

もって遺体を迎えたと、ドロップ・サイトのサルマド・ジャワドが報じた。   

・一部のイラクの国会議員から「アメリカに死を、イスラエルに死を」と叫ぶ声があった。   

・イラクはイランの最高指導者のために公式国葬を行っており、数百万人のイラク国民が沿道に並んで、弔意を示す

だろう。 

 ＊米軍のイランの学校への致命的攻撃の前に、今では時代遅れになった米諜報機関の警告を、軍指揮官が無視したこと

が判明：CNN の新たな報道によると、米軍上級士官らは、開戦初日の攻撃（少なくとも１６８人の子どもと１４人の教師

を殺害した ミナブのシャジャレ・タイイバ女子学校への攻撃も含む）を承認するとき、著しく時代遅れであるデータベー

スに基づく標的に関する諜報情報を無視した。   

・CNN によれば、開戦前、分析官らはイランのミサイル発射基地のような「上位」の移動式脅威のデータの更新を

優先し、学校などの固定施設については、１０年以上も前の国防総省標的設定データの情報に依存する状態だった

と、関係者が語った。  

・また、攻撃承認の前に諜報機関の警告を無視したのは、迅速に標的を攻撃せよという国防総省上層部からの圧力の

ためだったとも報じられている。 

 

レバノン 

 ＊イスラエル軍、ナバティエや南部の村々を夜間空爆：レバノン国営通信によれば、イスラエル軍機は８日の現地時間

午前 2 時頃、 ナバティエ地域への空爆の後、ナバティエ・アル・ファウカ近郊のアル・アル・タヘル森林地帯を空爆し

た。  

・イスラエル軍機はまた、ベイト・ヤフーン、クーニン、ブラアチト一帯で3 波にわたる夜間空爆を行い、早朝には

ティルスやベイルート南郊外の上空で多数のドローンが飛行するのが確認された。 

 ＊アウン大統領、イランの報復攻撃を非難：レバノン国営通信によれば、レバノンのアウン大統領は8 日、バーレーン

とクウエートへのイランの攻撃を、主権及び国際法への違反であると非難した。それに先立つ米国のイランへの攻撃に関し

ては、同じような非難をしなかった。   

・7 日の早朝、ホワイトハウスの報道官はロイターに対し、トランプ大統領がアウン大統領を7 月21 日にホワイト

ハウスへ招待したと語った。 

 

パレスチナ 

 ＊死傷者数：過去２４時間で、ガザ回廊各地へのイスラエル軍の攻撃で、パレスチナ人８人が死亡、１７人が負傷し

た。ガザのパレスチナ保健省によると、瓦礫の下から２人の遺体が回収された。   
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・保健省によると、２０２３年１０月７日以降の累計死者数は７３，１１０人、負傷者数は１７３，５９９人となっ

た。いわゆる「停戦」初日であった２０２５年１０月１１日以降、イスラエルの停戦違反の攻撃で、少なとも１，０

８４人のパレスチナ人が死亡、３，４９１人が負傷した。瓦礫の下から回収された遺体は７９９体である。 

 ＊イスラエル軍は８日、子ども２人を含むパレスチナ人６人を殺害：WAFA 通信によると、８日午後、ハーン・ユーニ

スとガザ市に対するイスラエル軍の攻撃で、子ども２人を含むパレスチナ人６人が死亡した。ハーン・ユーニス南部のアッ

サアダの避難民キャンプのテントへの空爆で１０歳の子どもを含む４人が死亡した。ガザ市では、西部への空爆で１人が死

亡し、南東部のゼイトゥーン地区では子どもがイスラエル軍に射殺された。 

 ＊７日のイスラエル軍のガザ攻撃でパレスチナ人５人が死亡：パレスチナ赤三日月社によると、７日夕方、ガザ市南の

テル・アル・ハワ地区をイスラエル軍は２回空爆し、子ども１人を含む２人が死亡、４人が負傷した。アッサブラ地区では

車両を攻撃し、子ども２人を含む４人が死亡した。 

 ＊ベツレヘム検問所でイスラエル兵がパレスチナ人男性を銃撃し、拘束した：WAFA 通信によると、ベツレヘムとエル

サレムの間の検問所で８日、イスラエル軍がパレスチナ男性の太ももを実弾で撃ち、その後身柄拘束した。 

 ＊イスラエル軍は空爆で、ワールドカップの試合観戦のイベントを企画していたエジプト救援委員会の職員を殺害した：

エジプト対アルゼンチンのワールドカップの試合の約１時間前に、ガザ市内を走る車両を空爆し、ガザ回廊のエジプト救援

会の職員のモハンメド・ファワズ・アル・ワヒディを殺害した。この空爆では、他に子ども２人を含む３人も死亡した。  

・エジプト救援委員会は避難生活を送る家族にワールドカップの試合のパブリック観戦を企画・運営していた。   

・その後、委員会が発表した声明によると、亡くなったのアル・ワヒディは尊敬されているコミュニティ・リーダー

で、近隣地域の和解の会合へ向かう途中に殺害された。 

 ＊国連、ガザ回廊の過密状態と公共衛生の崩壊の中、水痘の急増を警告：国連人道問題調整事務所（OCHA)の報告によ

ると、過去２週間でほぼ９，３００人が水痘に感染し、その半分以上がハーン・ユーニスの南部地区である。OCHA は、

水痘流行の原因として、環境悪化、深刻な過密状態、衛星状態の悪化、暑い夏を挙げた。水痘急増は、強制避難させられた

約１７０万人の避難民の１，６００箇所の避難所生活の中で発生している。また、OCHA は、調査対象となった避難所の

８３％でげっ歯類や寄生虫の発生が報告されていると付言した。イスラエルによる医療物資搬入の妨害や制限が続く中、す

でに崩壊している医療体制は、相変わらず必須医薬品の深刻な不足に直面している。 

 ＊パレスチナの人権擁護団体、イスラエルの刑務所職員をパレスチナ人被拘束者殺害未遂を非難：WAFA 通信による

と、パレスチナ囚人協会は８日、イスラエル刑務所の看守がパレスチナ人囚人ガッサン・イブラヒム・ズワフラを意図的に

殺害しようとしたと公表した。協会は、ズワフラが６月８日にネゲフ刑務所に移送された後、複数回ゴムコーティングされ

た弾丸で撃たれたとズワフラが証言していることを挙げた。   

・協会はさらに、ズワフラが身体検査だと言って屈辱的に裸体にされたり、残虐的暴力を受けて、その負傷で歩けな

くなり、刑務所の中庭で意識を失い、入院した。  

・イスラエル刑務所で合計１７年間を過ごしたズワフラは、２０２５年２月に再拘束された。１７年間のうち実際の

刑罰による服役は７年間で、残る１０年間は「行政拘禁」であった。行政拘禁とは、刑事訴追や裁判もなく、理由も

なく無期限にパレスチナ人を拘束できるイスラエル独特の制度である。 

 ＊米国の政治家ら、ガザの医師の釈放を要求：クリス・ヴァン・ホーレン上院議員は７日、イスラエルに拘束されている

ガザの小児科医フッサム・アブ・サフィアの即時釈放を求めた。ホーレン議員は、アブ・サフィア医師が起訴や裁判もなし

に１８カ月間拘束されていると指摘した。  

・ニューヨーク州の民主党予備選挙で人々から注目された選挙戦で勝利し、米下院議席の獲得が確実視されているダ

リアリザ・アビラ・シュヴァリエもヴァン・ホーレンに同調し、アブ・サフィア医師の即時釈放を求めた。シュヴァ

リエは、イスラエルの国際人道法への極端な違反や近隣諸国や気に入らない勢力への多方面にわたる攻撃を指摘し、

米政府がイスラエルへ「際限ない武器許与と米国民の税金の供与」を止めるために議会で「徹底的に闘う」と付言し

た。   

・東エルサレムを含む被占領地パレスチナに関する国連の独立調査委員会も、アブ・サフィア医師の即時釈放を求め

た。同委員会は７日に声明を出し、「２０２４年１２月に拘束されて以来、継続的で酷い虐待を受けた結果」アブ・
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サフィア医師の健康状態が悪化していると警告した。さらに、アブ・サフィア医師への扱いはイスラエルの広範な傾

向の反映であり、「イスラエルの治安部隊は医療従事者を意図的に殺害、負傷、拘束し、酷い虐待を加えている。こ

れらは、意図的殺害や拷問という戦争犯罪、および民族浄化という人道に対する罪である」と述べた。 

 ＊ヒンド・ラジャブ財団、イタリアでイスラエル人を刑事告訴：ベルギーを拠点に活動するヒンド・ラジャブ財団は７

日、現在イタリアに滞在していると言われるイスラエル国籍のアリク・ベン・アスリンを、イタリアの検察当局に刑事告訴

を行った。   

・財団によると、ベン・アスリンはガザ回廊でイスラエル軍第７４９戦闘工兵隊で任務中、戦争犯罪、人道に対する

罪、ジェノサイド行為に関与した。   

・告発状は、衛星画像、国連の調査結果、調査報道、そしてベン・アスリン自身の SNS 投稿に基づいて、ネツァリ

ム回廊、アル・アズハル大学、ガザ市のシュジャイヤ地区破壊における彼の役割を述べている。  

＊CPJ, 殺害されたパレスチナ人ジャーナリストをデーターベースから除外した組織決定を再検討：ジャーナリスト保

護委員会（CPJ)が以前にガザで殺害されたパレスチナ人ジャーナリスト４人をジャーナリスト死傷者データーベースから

外した決定を見直そうとしていると、電子インティファーダが８日に報じた。CPJ は先週、「ジャーナリストとは誰か」の

定義から、「国家支援のプロパガンダメディア」や「武装勢力」と関連があるメディアを除外していた定義を変更すること

を検討するとして、注目されていたが、結局変更はされなかった。   

・伝えられるところによると、CPJ は「プレス・ハウス・パレスチナ」所属の３人のジャーナリストの事例を再検

討している。彼ら３人はジェノサイド開始から数か月間にイスラエル軍に殺害されており、そのうち１人はユネスコ

によってジャーナリストとして認定されていた。「プレス・ハウス・パレスチナ」はガーディアン紙でも取りあげら

れ、ガーディアン紙の記事は、モハンメド・アル・ジャジャが殺害されたとき、彼の遺体は「プレス・ハウス・パレ

スチナ」の防弾ベストとプレス・カードがあったと書かれていた。詳しくは、Ali Abunimah , “Exclusive: CPJ 

reconsidering removal of killed Gaza journalists from database”,  The Electronic Intifada, 7 July 2026 を読まれたい。 

 

米国ニュース 

 ＊グラハム・プラトナーに対する告発の余波が継続：  

・バーニー・サンダースらの支援を受けていたが性スキャンダルで支持を取り消され、本人もメーン民主党上院予備

選から降りた進歩派のグラハム・プラトナーへの新たな告発が生じた。先月のニューヨークタイムズ紙の記事でプラ

トナーによる身体的虐待を告発した元交際相手のリンジー・ファイフィールドは、ワシントン・ポスト紙に対し、２

０１３年から２０１５年までの交際期間中に、彼女が避妊処置をしていないことを知りながら、少なくとも６回性行

為中に同意なしにコンドームを外したと語った。「彼はこっそりそれを行っていた」と彼女は述べている。ファイフ

ィールドはプラトナーとの交際が終わった時、そのことを友人に話したと、ワシントン・ポスト紙が書いていた。    

・プラトナーはこれらの主張を否定し、ファイフィールドには「政治的アジェンダがあったという十分な証拠があ

る」と言った。ファイフィールドは長年共和党の活動家として、ヘリテージ財団やニッキー・ヘイリーの選挙陣営で

働いた経歴があり、トランプが最高裁判事に指名したが学生時代に性的暴行疑惑が浮上したブレット・カバノーの判

事就任を公然と擁護した。   

・トロイ・ジャクソンが、プラトナーに代わって立候補するかもしれない書類を提出： バンゴー・デイリー・ニュ

ース紙によると、元メーン州の上院議長のトロイ・ジャクソンが、現候補のプラトナーに代わる候補者になるために

手続きを始めた最初の民主党員である。彼は７日に、連邦選挙委員会に連邦上院議員選挙への出馬検討委員会を設立

する書類を提出した。この提出により、ジャクソンは正式に出馬表明の前に資金を集めることが出来る。このあたり

のいきさつは、Nathan Bernard, “Platner Volunteers Want to Move Forward with a New Candiate”  Dop Site, July 08, 

2026 を読まれたい。  

・ニラヴ・シャーも出馬意向表明：前に州知事選に立候補した公衆衛生担当役人であるニラヴ・シャーは７日、プラ

トナーが撤退したら立候補する準備をしていると言った。彼は、新しい候補者を決定する過程は「開かれたもので、

透明性の高いものであるべきだと訴え、少なくとも１回のテレビ討論会と、州内各地で複数回の対話集会を開催すべ

https://electronicintifada.net/content/exclusive-cpj-reconsidering-removal-killed-gaza-journalists-database/51505
https://electronicintifada.net/content/exclusive-cpj-reconsidering-removal-killed-gaza-journalists-database/51505
https://www.dropsitenews.com/p/maine-graham-platner-sexual-assault-senate-troy-jackson
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きだと言った。シャーは、「メディケア・フォー・オール」（国民皆保険制度）の導入、富裕層への増税、リプロダク

ティブ・ライツ（性と生殖に関する権利）、トランプ政権への挑戦を掲げているが、パレスチナへの言及はなかっ

た。シャーは２０２６年州知事選挙キャンペーンのとき、AIPAC と関係するスーパーPAC の「３１４アクション・

ファンド」から６３万ドル以上の献金をもらっていた。   

・サンダース、プラトナーに撤退を促す：バーニー・サンダース上院議員は７日、X に投稿し、「プラトナーと話し

合い」「身を引くように勧めた」ことを明らかにした。 

 ＊ICE 捜査官、ヒューストンで、車の停止命令に従わなかったメキシコ人移民を射殺：７日、ヒューストンのマグノリ

ア・パーク地区で、ICE 捜査官がロレンソ・サルカド・アラウホに発砲し、死亡させた。ICE は、逮捕しようとしたと

き、アラウホが ICE の車両に突っ込み、口頭での命令に従わなかったと主張している。   

・息子のロナウド・サルガドによると、サルガド・アラウホ一家は３５年近く米国に居住しており、法的地位の取得

手続きを行っている最中だったいう。   

・「ラテン系国民連盟」（LULAC）は、サルガド・アラウホは業務用車両で従業員を迎えに行っていたところ停止命

令を受けたと述べた。連盟の最高責任者は警察に正しく捜査することを求めるとともに、発砲事件に関する情報提供

に５０００ドルの報奨金を出すと発表した。 

 ＊トーマス・マッシー議員、ＮＤＡＡ（国防権限法）修正案を再提出：トーマス・マッシー下院議員は７日、７月１３

の下院再開に合わせて、ＮＤＡＡから第２１９条を削除する修正案を改めて提出すると述べた。   

・第２１９条は、兵器製造、ＡＩ，サイバー、データーなどの分野で米国とイスラエルの軍事技術を統合するという

規定である。イスラエルのネタニヤフ首相はこの規定を自分が個人的に企画したものと言っている。  

・先週議会運営委員会は、２１９条に対するマッシー共和党議員とカンナ民主党議員の修正案を議論もしないで阻止

し、本会議の採決に至らせなかった。しかし、本体のＮＤＡＡ法案を本会議で採決させるために必要な手続き上の措

置まで否決されてしまったので、法案が停滞し、委員会は新しい規則を策定しなければならなくなったので、反対派

に再びチャンスがめぐってきた。 

 ＊司法省、全５０州に国籍のない者に投票させれば刑事訴訟をすると脅す書簡を送った：司法省の公民権局は７日、有

権者名簿に国籍のない者が含まれていたり、国籍のない者が実際に投票を行ったことが判明したら、州当局が刑事責任を問

われると警告する書簡を送付した。   

・これは、投票規制の強化を目指すトランプ大統領の継続的取り組みの一環であるが、そもそも国籍のない者の投票

が広範に行われたという事実は存在しない。 

・司法省は州当局に書簡の指示に従う取り組みの詳細を５日以内に報告せよと求めているが、この書簡には正式な召

喚権限はない。   

・さらに司法者は７日、デトロイト市、ランシング市、イーストランシング市に対し、今後行われるミシガン州の予

備選挙を連邦監視員の監視下に置くと通知した。これは、２０２４年選挙で問題があったという理由に基づく措置で

ある。デトロイト市書記官のジャニス・ウィンフリーはそれを「虚偽の主張」であるとし、黒人人口が多いデトロイ

ト市に対して特別な権利を行使していると批判した。 

 ＊米国が亡命に関する機密情報をイラン政府に知らせているという訴訟：イラン系アメリカ人法的擁護基金とパブリッ

ク・シチズン訴訟グループが裁判所に提出した文書によると、米国移民当局が、拘束したイラン人の亡命申請に関する機密

データーをイラン政府に教え、連邦の機密保持規定に違反すると主張して、７日にワシントンD.C.の連邦地方裁判所に訴

訟を提起した。   

・訴状は、国務省高官が、米国が国外退去させたい被拘束者イラン人亡命希望者に関する機密情報を、パキスタン大使館を

仲介役にして、２０２５年３月以降イラン高官との月例連絡会を行なっていたと述べている。  

・通知された情報には、キリスト教への改宗、性的指向、また２０２２年の「女性・生命・自由」抗議活動」に参加したた

めにイラン当局から迫害されることを理由に亡命申請した人らの詳細な情報が含まれていると言われれる。２０２６年２月

に米・イスラエルのイラン戦争が開始された後も、これは続いていたと言われる。   
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・全米イラン系アメリカ人評議会が入手した公的記録によると、昨年約６００人イラン人が移民収容施設に収監された。ま

た、２０２５年９月から２０２６年１月にかけて、イランへの強制送還便が３回運航され、数十人のイラン人が送還された

が、その中には亡命希望者も含まれていらと伝えられている。  

 ＊民主党の立候補者バルデス、イスラエルへの制裁支持表明： 「ブレークスルー・ニュースの報道によると、連邦議会の

候補者であり、現在ニューヨーク州議会の議員であるクレア・バルデスは、かつてアパルトヘイト国家南アフリカに対して

科されたものと同じ制裁をイスラエルに科すことを「全面的に」支持すると述べた。彼女は「我々は外交的手段を含め、多

くの手段を講じることができる」と述べ、「今こそそういう手段を検討すべきです」と付言した。 

 

その他の国際ニュース 

 ＊トランプ大統領、再びスペインとの貿易全面停止を警告：トランプ大統領はトルコのアンカラで開かれたNATO 首脳

会議で、スペインを NATO の「ひどいパートナー」と発言し、スコット・ベッセント財務長官に、スペインとの貿易をす

べて「停止」するようにと指示したと述べた。   

・トランプはまた３月に、スペインのペドロ・サンチェス首相が米国軍のイラン攻撃のために自国内の領土を使用す

ることを禁じ、米・イスラエルのイラン攻撃を「無謀で不法だ」と言った後、ベッセントにスペインとの通商を停止

せよと指示したことがある。サンチェス首相はまたガザ・ジェノサイドでイスラエルを厳しく非難し、イスラエルを

「ジェノサイド国家」と呼んで、スペインはそのような国家とは「通商しない」と宣言した。 

 ＊トランプ、グリーンランド買収の動きを再び稼働させ、欧州から米軍の撤退脅威で脅迫：トランプ大統領は７日、米国

のグリーンランド買収をまたもや主張した。彼は、グリーンランドは「米国が管理すべきだ」と言って、これに反対する欧

州に対し、欧州から米軍を全面的に撤退させると示唆した。   

・８日の首脳会議の前に彼はアンカラで演説し、グリーンランドの件でＮＡＴＯとの関係が悪化したと述べ、グリー

ンランド近海を中国の船やロシアの船が頻繁に航行していると、確認されていないことを主張した。  

・フィンランドのアレクサンデル・ストゥブ大統領は、トランプ発言に対し、ＮＡＴＯはすでに北極圏での活動能力

を有していることを強調して、応酬した。彼は、フィランランドが極寒の中で１００万人の兵士を訓練していること

や、同盟国のうち７カ国が北極圏に領土を持っていることを指摘した。   

・１月下旬にトランプ大統領とＮＡＴＯのマルク・ルッテ事務総長が暫定的「枠組み」合意に達したと報道されてか

ら、米国、デンマーク、グリーンランドの作業部会がグリーンランドの地位について協議を続けており、デンマーク

のラース・ロッケ・ラスムセン外相は年末までに解決されるだろうと言った。 

 ＊国連、米国のキューバに対する制裁に関する特別会議の開催を承認：国連総会は７日、米国の反対工作を乗り切り、

キューバが要請した特別会議の開催を賛成１３６．反対９2の多数決で承認した。この会議は、キューバに対する米国の制

裁強化と、それがキューバのエネルギー・インフラに及ぼす影響を議論する。   

・キューバのブルーノ・ロドリゲス外相は会議で、米国はキューバに対して「多元的で不正規な戦争」を仕掛けてい

ると言った。これは７０年近く続いているが「ここ７カ月は極端に残忍・冷酷なものになっている」と、外相は述

べ、エネルギー供給を止める措置は「海上封鎖に相当し、完全に戦争行為である」と主張した。外相は、６日に島全

体に停電を引き起こした米国の措置を、キューバ国民に対する「集団懲罰」だと非難し、２０２５年３月から２０２

６年２月までの１年間でキューバが被った経済的損失は８０億ドル以上になるという試算を発表した。  

・米国はこの特別会議阻止のために各国への工作活動をやったが、米国に同調したのはイスラエル、アルゼンチンな

どの８カ国だけであった。  

・国連は１９９２年以降毎年、圧倒的多数の支持で、米国のキューバに対する制裁の解除を求める法的拘束力のない

決議をしている。 

 

2 反対したのはアルゼンチン、コスタリカ、チェコ、イスラエル、モロッコ、北マケドニア、パラグアイ、ウクライナ、米国。 
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 ＊フランスで、マリーヌ・ル・ペン、２０２７年大統領選に出馬：フランスの極右政治家マリーヌ・ル・ペンが７日、来

年の大統領選に出馬すると表明した。パリ控訴院が、彼女の横領罪の有罪判決を支持したけれど、公職への立候補を認めた

判決を言い渡したので、再立候補したのである。  

・長年にわたり極右政党「国民連合」（旧「国民戦線」）は率いてきたル・ペンは、欧州議会の資金２８０万ユーロを

横領使途として有罪判決を受けた。 

・最初、裁判所は彼女の公職への立候補を禁じていたが、彼女が控訴し、７日の判決で禁書措置が緩和され、事実上

２０２７年大統領選への出馬が可能となった。   

・また、判決では懲役刑を執行猶予する代わりに電子監視装置を足首への装着が命じられたが、彼女はこれでは選挙

運動ができないとして、最高裁に上訴している。最終的判決が出るまで，刑の執行は自動的に停止される。 

 ＊スーダンでドローン攻撃で１５人死亡：スーダンの人権団体「エマージェンシー・ロイヤーズ」（緊急弁護士団）の報

告によると、６日と７日に、スーダンの北コルドファン地域で車両を標的にした２件のドローン攻撃で、少なくとも１５人

の民間人が死亡した。 

・人権団体によると、アッシャトゥートの町の車両攻撃が最も激しく、５人の女性を含む民間人１３人が死亡した。  

・最近コルドファン地域へのドローン攻撃がエスカレートしており、学校、病院、水インフラが大きな損傷を受け

た。 

 ＊パキスタン南西部で数十人の警官と１１人の兵士が殺害された：パキスタン軍によると、反乱勢力によって警官１８人

と兵士１１人が殺害された。AP 通信によれば、これらの警官は、先に反乱勢力がバルチスタン州ジアラト地区の警察署を

襲撃したときに拉致されていた。その襲撃で殺害された警察官は９人であった。パキスタン軍の広報官は、治安部隊が反乱

者５４人を殺害したと発表した。 

 ＊ブラジルの右派の大統領候補、トランプに関税措置の緩和を要請：ブラジルの上院議員で大統領に立候補している右派

のフラビオ・ボルソナロは７日、米国通商代表に、ブラジルに対する２５％の関税措置に反対する主張をみんなの見えるよ

うに展開した。彼は、ブラジルの貿易慣行、特に即時決済システムは不当なものではないと訴え、トランプ関税が１０月の

選挙で、自分に不利な影響を及ぼしていることを指摘した。   

・この関税措置は、彼の父のジャイール・ボルソナロ前大統領の裁判を妨害する目的で提起されたものだったが、フ

ラビオ・ボルソナロは、米国との外交的対立で国民の支持率を回復させた現職のルイス・イナシオ・ルーラ・ダ・シ

ルヴァ大統領との選挙戦で、それが自分に不利な形で作用することを懸念している。 

 ＊ロシアのキエフ攻撃で１人死亡、数人が負傷：ロシア軍は７日夜から８日早朝にかけ、キエフを攻撃した。ロシア軍

具の首都爆撃はこの１週間以内で３回目である。女性１人が死亡し、２人が負傷した。  

・ウクライナ空軍によると、ウクライナの防空体制はドローンの大部分を迎撃できたが、弾道ミサイルを防ぐことが

できなかった。   

・南部のミコラーイウ州、ドニプロペトロウシク州の東部地域、南部の都市ザポリージャ市でも攻撃があった。ミコ

ラーイス州への攻撃で母と娘が死亡し、他の攻撃でも複数の負傷者が出た。 

・これらの攻撃は、ウクライナのゼレンスキー大統領が、アンカラのNATO 首脳会談で追加の軍事支援を強く求め

ている中で起きた。 

 ＊米国、インドのシーク教徒活動家の殺害に関与したギャングのリーダーを起訴：７日に公開された起訴状によると、米

国は、インドのギャングのリーダーで現在収監中のローレンス・ビシュノと、その子分のサティンダージート・シンを起訴

した。この２人は、２０２３年にカナダのバンクーバーで殺害されたシーク教徒の民族主義指導者のハーディーブ・シン・

ニジャールの殺害を指示した疑いがある。  

・起訴状によると、ビシュノはインドの刑務所から密輸した携帯電話を使って、ニジャールの写真や住所を共謀者に

送って、殺害を指示した。   

・ニジャール殺害で、インド政府とカナダ政府の間に外交的軋轢が生じた。当時のカナダのジャスティン・トルドー

首相は、ニジャール殺害とインド政府工作員との関連を示す「確かな証拠」があると主張していた。米国の起訴状に

はそのような関連性については言及していない。 
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 ＊爆破事件の容疑者、ウクライナで射殺体で発見される：ウクライナ保安庁によると、先週モナコで著名な実業家を爆弾

で殺害しようとしていた疑いがあるウクライナ国籍のアナスタシア・ベレゾフスカ（３９）が、７日にキエフ郊外で遺体で

発見された。ガーディアン紙の報道によれば、ベレゾフスカはウクライナ軍情報機関の将校によって頭部を撃たれたとい

う。 ・フランスの検察当局は、ロシアと密接に関係しているとされるキプロス国籍のウクライナ人実業家のヴァディム・

イェルモライエフの殺害を依頼され、２人の男から暗号資産で報酬を受け取ったとして、ベレゾフスカを告発していた。 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 


